


１ モニタリングとデータの見方①

作物の成育に重要なポイントを計測・記録（モニタリング）してみましょう。

温度
（℃）

●作物の成育（光合成、呼吸）、病害虫の発生程度等に
影響します。
作物には成育適温が、病害には発病適温が、害虫には成
育適温がそれぞれあります。

相対湿度
（％）

飽差
（ ㎥または ）

●相対湿度は、その温度で空気に含むことが可能な水蒸
気の圧力に対する、現在の水蒸気の圧力の比率です。
●飽差は、空気にあとどれだけ水蒸気を含むことができ
るか 乾きやすさ を示す指標です。蒸散や光合成に影響
を与えます。
相対湿度が高い値（飽差が低い値）が長時間続くと病害
発生の危険性が高まります。相対湿度が低すぎる（飽差
が高すぎる）と、気孔が閉じて作物体内に を取り込
むことができず、光合成量が低下します。相対湿度が高
すぎる（飽差が低すぎる）と、蒸散量が少なくなり肥料
の吸収量が減ります。時間帯によって適値が異なります。

濃度
（ ）

●空気中に含まれる の割合のこと。
作物が光合成を行うために必要です。日中、低い値にな
ると光合成量が低下します。一方、夜間は呼吸により

濃度は高くなります。普通、外気は
（ に相当）程度の濃度です。

日射量
㎡

照度
（ｌｘ）

●光合成を行うためのエネルギー源です。
日射量は光のエネルギー量で、値が大きいほど光合成量
が増えます。なお、照度（ ）は人の目に感じる明るさ
を示す値です。

土壌含水率
（％）

●土に含まれる水の割合のこと。
高すぎると根の伸長量が少なくなります。低すぎると吸
収できる水や肥料の量が減る他、カルシウム欠乏などの
障害が出ることがあります。
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１ モニタリングとデータの見方②

グラフや数値を目で見て確認することで、より的確な判断や対応ができようになります。
作物にとって良好な環境を整えるのに効果的です。

相対湿度

高い値が長時間続いている

病害発生のリスクが高まっている

●作物をみてみたら濡れていた。
●薬散して病気を予防する。
●早朝加温を試す。

飽差

日中、思っていたより高い
（ 相対湿度が低い）

気孔が閉じて が吸えない！

●開ける窓の向きを変えて
飽差を低下させよう。

（ 湿度を高める）

●加湿装置を入れよう。

濃度

日中は思っていたよりずっと低い

光合成速度が低下している！

● 施用装置を入れよう。
●窓の開け方を工夫しよう。

気温

窓を開けたときに急に低下している

作物にストレスがかかっている！

●ゆっくり開けよう。

相対湿度もチェック！

気
温

（℃）

相
対
湿
度

（％）

飽
差

（ ）

濃
度

（ ）

時 刻
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２ 日除け、通風の有無による違い
 
 直射日光はセンサー自体を温める

ため、晴天時には気温を実際より
も高く計測します。

そのため、センサーに日除けを
付けるか、通風装置を設置しま
しょう。

１ 設置場所

機器は施設内の中央部に設置しま
す。

複数の施設に設置する場合は、地
面からの高さを揃えます。

暖房機や 発生機の近くは避け
ましょう。

通風装置

暖房機や窓のセンサーも気温セン
サーと同じ場所・位置に設置しま
しょう。

１ 設置のポイント①

気
温

（℃）

時 刻
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１ 設置のポイント② 

３ 型式などによる違い

５ その他

センサー（特に、湿度センサーや センサー）は使用していると精度が落ちてきます。
定期的な校正または交換する必要があります。導入時に交換時期をメーカーに確認して
ください。

４ 計測間隔

センサーには型式等により
測定誤差があります。

複数の施設を比較するときは、
同じ型式のセンサーを使うよ
うにしましょう。

分より短い間隔で測ると、
最高・最低気温や暖房機の稼
働などが分かりやすくなりま
す。

分間隔
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２ 作物成育の「見える化」と管理法の改善【トマト入門編】①

トマトの収量と品質を向上させるためには、作物の成育状況を把握し、目ざす成育バラン
スに近づける環境管理を行うことが有効です。
環境モニタリングとともに成育調査を行って、成育のバランスを理想の状態に近づける環
境管理方法を考えましょう。

成長点から 下の茎径（以下茎
径）と成長点から開花段までの長さ
（以下「成長点長さ」）を週１回測
ります（右図参照）。

茎径は草勢の強弱、成長点長さは
栄養成長と生殖成長のバランスを
表します。

１ 

２ ３ 

４ 茎径を縦軸に、成長点長さを横軸に
グラフを作ると、成育状況が一目で
分かります。（右図）
●茎径：太いほど草勢強い
●成長点長さ：短いほど生殖成長

２ 成育バランスシートに記録する

１ 成育データをとる

新たに考案した「茎ゲージ」を使う
と、簡単に茎径を計測することがで
きます。

内にあれば適正なバランス状態、
外れていたら管理の修正が必要

成長点から

開花段まで

の長さ

成長点から

15ｃｍ下の
茎径

15cm

【適正値の目安】

茎径 10mm 程度

成長点長さ 15cm 程度

茎
径

（ ）

成長点長さ（ ）



内にあれば適正なバランス状態です。 

外れていたら管理を修正し、 内に近づけます。  

～まずは温度管理から見直してみましょう～ 

 

４ 

●温度：夜温を上げる
（昼温は変えない）
最低夜温までゆっくり下げる

●湿度：高くする
●潅水：少量多潅水
●追肥：減らす

●温度：昼温を上げる
（夜温は変えない）

●湿度：低くする
● 濃度：低くする
●潅水：遅らせる 減らす
●追肥：減らす
● 果房の着果数：増やす

高知県作成ナス用資料を改変

３ バランスシートの位置から適正値に近づける管理を考える

１ 

●温度：昼温を下げる
（夜温は変えない）
最低夜温までゆっくり下げる

●湿度：上げる
● 濃度：高くする
●潅水：早め
量はやや増やす
少量多潅水

●追肥：早め 増やす
● 果房の着果数：減らす

●温度：夜温を下げる
（昼温は変えない）
最低夜温まですばやく下げる

●湿度：下げる
● 果房の着果数：やや増やす

３ ２ 

バランスの良い状態に近づけるための管理方法

［茎径太い］

［茎径細い］

［成長点長さ短い］ ［成長点長さ長い］

２ 作物成育の「見える化」と管理法の改善【トマト入門編】②




